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Abstract: In order to prepare the disaster prevention, it’s important to extend intuitively the misery 

of the disaster area. Therefore, we propose a 3D immersive landscape display system to extend 

more impressively circumstances of the disaster area. In this paper, we show the immersive display 

method for the landscape of the disaster area with large multi-monitor and the visualize method for 

the data about the damage such as the tsunami flooded area or the ruined building on the landscape 

model. 
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1. はじめに 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は，

広範囲の地域に被害を与え，特に津波によって海

岸沿いの街に甚大な被害をもたらした．このよう

な大災害は今後いつどこでも発生しうる可能性

があり，防災意識を持って災害に備えることは重

要である．しかしながら，例えば西日本地域など

の被災していない人々は今回の津波被害の凄惨

さを真の意味で実感できず，防災意識が低い場合

が多い．このような状況を改善するために，多く

の人々に当時の広範囲にわたる甚大な被害の様

子を実感として伝えられる手法が望まれる． 

東日本大震災の被災直後の状況は，これまでに

ない規模で，広範囲に渡り精細な航空写真や

MMS による計測結果が記録されている．これら

の膨大なデータを利用して被災直後の状況を3次

元的に復元することで，被災地の状況を臨場感の

高い形で多くの人々に伝えることができる．そこ

で我々は 3次元GISと没入型の表示システムを活

用して，多くの人々に広範囲の被災地情報を効果

的に伝える手法について研究している． 

本稿では，東日本大震災の衝撃的な被災状況を

後世や他地域に伝えるための災害アーカイブシ

ステムの実現を目指し，現在開発を進めている被

災時の様子を客観的な知識としてではなく主観

的な体験として伝えるためのシステムについて

示す． 

 

2. 臨場感のある情報表示 

被災地の様子を人々に実感させ災害や被災地

への理解を深めさせるには，被災地にいるような，

没入感のある表現法が望まれる．人間がシステム

に対して没入感を得るためには，人間の視界を覆

うように情報を表示する必要がある．人間は両眼

を用いて，前方の約 180°の範囲でものが見える．

さらに中央部の 120°の範囲では立体的にものを



見ることができる． 

 

2.1 数名で被災状況を体験するシステム 

数名で自由に被災状況を見回って体験する利

用法では，図 1 のように利用者の前方 180°の範

囲を大型モニタで取り囲む構成をとる． 50 イン

チの大型モニタを 5 枚使った場合の構成では，利

用者の正面を基準の0°として-90°，-45°，0°，

45°，90°の5方向にモニタをそれぞれ配置する．

そして各モニタには利用者の位置から見える景

観を生成してそれぞれ出力すれば没入感がある

視界を表現できる． 

 

図 1 数名で被災状況を体験するシステム 

2.2 複数人で被災地を見るシステム 

 ミュージアムなどでの体験アトラクションの

ように，複数人の観客が並んで表示画面を眺める

場合，想定する観客の人数に応じて大型モニタの

大きさや数，配置を決定する．図 2 は複数の観客

に対して5枚の大型モニタで被災地を表示するシ

ステムの構成である．観客の視界を埋めて広い範

囲を表示するために複数の表示画面で構成され

る表示面の湾曲具合は緩やかになる． 

 

2.3 モニタ配置の構成機能 

 本システムにおけるモニタの個数や配置は固

定的なものではなく目的と用途によって，ソフト

ウェア的に変更できるようにしている． 

 

図 2 複数人で被災地を見るシステム 

3. 被災地の様子を知るための情報 

災害が起きた際には，国・自治体・研究機関等

や民間によって災害に関するデータが計測され，

そのデータは加工・統合されて復旧・復興に役立

つ情報として公開されている． 

例えば防災科学技術研究所は「東日本大震災協

働情報プラットフォームプロジェクト」[1]におい

て，様々な機関や個人と協働して収集したデータ

や情報を複数統合して，被災後の航空写真や津波

の被害範囲などを重畳して見ることができる被

害状況把握マップを公開している． 

東北大学災害科学国際研究所は東日本大震災

アーカイブプロジェクト「みちのく震録伝」[2]

において，震災アーカイブで文章，画像，動画，

音声等の様々な情報を公開しており，写真を電子

地図上で表示したり，各地点での津波の高さを

Google Earth 上で立体的なポリゴンバーで表示し

ている． 

埼玉大学の谷は国勢調査の人口統計データや

都道府県警で公開されている震災での死亡者に

関連するリストを利用して，小地域ごとに死亡者

数，死亡率を求め電子地図上に示している[3]． 

本研究では，以下に示すものを津波の被害を受

けた地域の様子を知るために役立つ情報とする．  

 景観 

 地形，建物等の外観 

 実際の風景 

 津波による被害規模 



 浸水深，浸水範囲 

 被害内容 

 建物，道路などの損壊 

 建物，道路，鉄道の破壊跡 

 人的被害 

 死亡者数，死亡率 

 防災拠点の存在 

 避難地(学校)，病院 

 交通規制・通行止めの状況 

 高台の場所(範囲) 

 標高の高い土地 

これらの中で何よりも被災地の被災状況を雄弁

に伝えるのは災害時に撮影された景観や風景で

ある．このような情報として高解像度の空中写真

をベースとして表示し，その上に他の被災，防災

情報を表示する． 

現時点では航空写真と DEM に基づく景観表示

以外の表示方法はまだ実装していないため，以降

ではこれらの情報を分かりやすく伝えるための

表現手法やそのイメージ図を示す．イメージ図は

国土地理院の「平成 23 年(2011 年)東日本大震災

に関する情報提供」[4]で公開されている被災地域

の斜め写真を加工して作成した． 

 

3.1 被災地の景観表示 

 津波の被害を受けた被災地の景観を再現する

ための広範囲景観モデルを作成する．広範囲の景

観は被災地の空中写真と DEM データを用いるこ

とで，立体的に景観モデルを表現する． 本シス

テムではシステムの基礎として，広範囲にわたり

空中写真と DEM によって構成された大規模な景

観モデルを効率よく管理する空間情報管理シス

テムの開発を進めている． 

上記の景観モデル上に破壊された建物や道路

の位置や輪郭を図 3 のように強調することで，何

が破壊されて無くなったかを特段に意識して見

ていない人にも明確に分かるように表示する．強

調表示には国土地理院より提供される基盤地図

情報の建物の外周や道路の境界線の情報を利用

し，景観モデル上に示す． 

このような空中写真を基本とする表示法では

地上の視点での建物などの被災状況が分かりに

くい．そこで基本的な構造が残っている建物の被

災状況などに関しては，図 4 のように景観モデル

上の該当箇所に写真アイコンを表示させ，アイコ

ンを選択することで個別の被災状況の写真を示

すようにする． 

 

図 3 建物破壊跡の強調表示 

 

図 4 現地の写真の表示 

3.2 人口の可視化 

 建物損壊以外の被害として人的被害(死亡者数)

がある．人口，死亡者数，死亡率などの情報に関

して，それぞれ小地域ごとに大きさの違いを表現

できるように，図 5 のように景観モデル上で各項

目の大きさを立体棒グラフで表現する． 



 

図 5 人口の可視化 

3.3 津波の規模の可視化 

 津波の規模を浸水モデルで表現する．浸水モデ

ルは，国土地理院より公開されている浸水範囲概

況図を基に作成した津波の浸水範囲データに各

観測点の浸水深を高さ情報として付加した立体

モデルである．これを景観モデルにオーバーレイ

すると図 6 のようになる．  

 

図 6 津波の規模の可視化 

3.4 防災拠点の可視化 

被災時において，一時避難や避難生活を行うた

めの各種避難地や病院といった防災拠点の存在

は非常に重要で，訓練等で事前に所在を把握して

おくべきである．そこで図 7 のように地方自治体

が公開するハザードマップ等で示される情報を

基に各防災拠点の位置にアイコンを表示させて，

選択すると広さや収容人数，住所などの詳細な情

報が表示されるようにする．また利用可能な道路

と利用不可能な道路を色分けして表示すること

で避難経路を確認できるようにする． 

 

図 7 避難所の位置表示  

4. おわりに 

東日本大震災を体験していない人々に被災地

や震災に関する理解を深めてもらうために，被災

地の様子を主観的な体験として伝えるために複

数の大型モニタで視界を覆い没入感のある災害

アーカイブを提案し，システムで表示する情報や

わかりやすい表現手法を示した．今後は，現在試

作中のシステムに3章で示した各データの表示機

能を組み込み，システム構築に取り組みたい． 
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